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できなか-二濃 b腰痛被膜養翻こ9SPray状に神経束がみ
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に膿慶を禰出せざるをえず予被繰上の神経束約---部は犠

牲にせざるを樽なかった｡術野で権門頚しうる太い吸引管

で疲嬢の吸引除去鮎試みたが夢終癌が硬く除去できず,
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腺痛と神経との剥離をする際に苛徐脈,ぬ任低下をきた

したため,操作を中_邑i二LAt和田imeを使用した.

膿慶は全禰され,鼠繊学的に神経鞘腫と確認された.

術後患者には新たな神経症状は出現Lなかった.[考案]

① 後頭蓋窟手術の麻酔は予延髄を操作する時以外には,

自発呼吸を残しておかなくともよいのではなかろうか,

② 車脳橋角部-後頭豊富到達法で入る際にはヲSupime

3aはraipos摘om(佐野)で充分いけるのではなかろう

顔,③ 小脳機角部殿聴神経より療側の手術操作は,後

頭蓋嘗到達法よ妄'沌 ア側頭下経棄慕到達法が)叢が,より

広い範囲を確認しつつ操作ができるのではなかろうかゥ

7)三二三叉神経鞘腫 は汲n琵且泡nもype)aNH 手術例

- 隆一 域 濃 霧 諾う

Mecke最終内に発爾した三叉神経鞘腫銅手術をビデオ

で供覧した.

症伊約豊37才食性で,絶息0ケ月前境から右額面のしびれ

敵 嫁ぎ嵐 擾視などを訴える.来院晩 霜三叉神経第且

枝領域に登亀3覚の鈍麻,右外転神経不全麻癖を認めた4

画像診断をこて右中頭蓋儀前方内髄腔 cavemot息SS豆nus

された.

手術は 川tlt州叩t'Ti-Lil.intrこ油Irこ11こ11)P汀uLlh二時境

に到達し,Me洩ei腔に発育し 被膜を有しヲ三叉神経

第ヱ枝に移行すると思われる腰湯を全摘した.

術観 三叉神経第且枝慣威侮知覚脱出をきたしたが,

髄の症状は軽快Lたy
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漫)当事服こおける腹部血管造影検査U)現況
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清水 春夫 (村上病院外科)

過去1年8ケ月間に当科において行なわれた腹部血管

造影梗塞は51軌 63回である.その内訳は転移性肝癌息6

桝 ､二.3:伸上 呪窪畑汗癌 斗i(､(十 川桝 …l:-'回､E.肝血,TLi'

腰3例†胆遺癌5例,鰐癌8例,そ殿他9例である早ま

7例 日且齢 で∴塞栓不面F能例をこ対し.て行な->た抗癌剤

の注入療法 汀An は 損亡ニUJ例で温熱 転移例で7例
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中の症例がある書転移例では且約-月生存中UM 例もある

那,死亡例が)半数は転ヶ月以内であった打払上を経験L芦

TAE療法の有用性につき報告Lた,

2)躍動腕的塞栓補が奏功 した腹腔内勤静脈療

こ'p)1例

男
良
黍

伸

講

凍
原

鈴
.-;
乾

●
■
●

武
博
文
之

砂
浴

方

科
藤
藤
川

三
番
内
石 芭欝欝市立荘棚 院∋

裾 it_i､.■,i/I､ ( 吊 放射線科L)
斉藤 寿"-…8三浦二三夫 (斉 藤 胃 腸 病 院)

外傷性動脈門脈療はまれな疾患と報祭されている｡今

回動Bl酢明和東.;.(･帰囚 t･∴ 照 明糾上進症左,汗さ亘直 上1

例を経験 したので報告する☆症例は郁渚の身性で吐血を

往歴で53才時限療摘出教官58昔時腸閉塞症にて開腹術を

受けている卓見院後内祝鏡検登をこて食道静脈療破裂をこよ
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と‖jこ削 げ明和巨lL二進症ハ精杏十号二二㌧'.)､L削尭二村･し/∴ 入院

時現症では結膜に祭政を認め,腹部膨満あり,腹水著明
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などにつき経過観察が必要と考えだ)丸だ,
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胆遺系をニLぼ日豊､磯を約番型が裁許♪紅 上腹部手術に

際してこれらに遭遇することが少な招こいBLかし胆道
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昭和II'預言･∴昭和1二廿し､-:IIIfrtH十pl伸'湘洩井′川鞘了も

藤を経験を豆こので文献的考察を混む二えなが糧比較検討を
してみた.

症例息は趨3才男性で鮮腐食餅鰐俸殿部切除術を行い声
術後竣隼8ケ月で蒋発死亡した申

症例岩は75才身性で鮮承鷹胃吻合術を行い術後3年の
現在健在である.

症例3は82渚女性で高齢のためPTCDのみを行い,
施行緩ま隼6ケ月の現在健在である,

症例:1Lに再■里性て躍全摘術を行い.i!TJ後Ir)lJ廿規lL
外来通町巨1:-:i;､る.

5)当租をこおげる鰐頗十二指腸切除術

牌空腸吻合法王治癖戊純
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昭和42)年か(､昭和6L)隼まで'/,7121年間に103例(7凋竿頭f-I

二指腸切除術が施行さナ豆二.原疾患し'う内訳は乳頭部癌が

朽なおぬた｡鰐空腸療禽紋は鰐管をこチ-3/-3を挿Åして

結染する方法芦空腸粘膜と鰐管を縫禽する方法の観 昭
和52年か綜)は紫綬筋層を蜘開L′て環状をこ形成した空腹食

酢'1(.H(I~上伸,･7十ノ･∵縫合･-トこ､()＼1沃小二L･L,I-姉-｣∴トトこ

むし率∴て;､一十.
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一時をこ鎧期饗存例が)曹署弼:更と予後規定

川目 薬弘曲臣畑書聖介
【川 艮し･伸ti左∴
武藤 輝--- 橡 準漬 卜学譲

棚 か 渡辺 薬植6第やfJ齢 だ)

する臼的でき胆道癌取扱い規約に従い,過去19年間をこ当

科で経験Lた約線5年最1二の段済生存例を主な対象とし声

:tfi!技甘心卜両日:-.,LI-Ii:刊徹′ト′㌧亘;日.:.･′し雄･紺Ilr辛仲廿

;車盲U i'榊Ⅰ蛾羊的乱酔汗./,i(p技規正囚上 し∵~ハ

敬祭酬こ-端､て転換狛腰 が磯論を香草だ.ClI)馨し頭部癒

最期生存例の進展様j=u二g欄凝摘ヂ服 門田ァPu･鞠--1で

あった七②m望症例で鮎3郡㌧朽′-節郭渚をこて最期生存

は可能であ-∵濃廿③鵡o症例では触@j因子も全て0でラ

愛例段滞挽存は可能であり?組畢期乳頭部癌"と定義し

てよいと考え㌃凍たす③ 乳頭部癌切除例をこおける予後

規定因子は鰐厳浸潤因子,リンパ節転移園子,静脈侵襲

因子が遷要であったN⑤組織学的なS掬e分類として

はsta鑑eⅢの園子は動,鮎賢Sも覗e血は鮎,Pamei,

ri王(+)または緑 斗3とする齢か妥当と考えられ,わ
れわれg二磯も織学的Sも芸域磨分際を授喝した,

7日別口隼乳癌∴1例
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最鼠 畿櫓は乳癌殿中で鮎予後不良とされる炎症性乳

熱感を認め来院 乳腺炎と診断し治療するが軽快しなかっ
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